
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

リーダー養成

研究協議会の開催

委託

直接

合計 1,479 1,354

研究協議会の開催 79

26年度26年度26年度26年度 27年度

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

1,400

1,479 1,400

23人

53回

延べリーダー数

実施回数

13人 未達成

達成20回 43回

事業番号 02 12 03 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 通学合宿リーダー養成事業通学合宿リーダー養成事業通学合宿リーダー養成事業通学合宿リーダー養成事業
担

当

課

部局 県民文化部

課・室 次世代サポート課

　　　６　青少年の健全育成 実施期間 H26 ～

県が関与

する理由

20人

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

全県の普及には長野県で行うことが必要

総合５か年

計画

プロジェクト  8-3-2教育再生プロジェクト E-mail jisedai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

地域の中で、異年齢の児童生徒が通学しながら公民館等で共同生活することにより、物事に積極的に関わる力やコミュニケーション能力

が向上し、自己効力感・自己肯定感が育まれる。

1,400 1,328 1,400

26 0

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

・県内の「通学合宿」の実施市町村数は14市町村。

・「通学合宿」を広く普及させるためには、子どもたちの自主性を伸ばす手法やリスクマネジメント等のスキルを持ち、なおかつ地域と学校を

連携させる地域の核となるリーダーが必要

○養成する指導者数：60人（Ｈ26～Ｈ28）

○県内の通学合宿実施回数：80回（Ｈ29）

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

成果目標・

事業内容

リーダー養成

成果目標の達成状況

項目

Aの

財源

0 1,479

概　算

人件費

1.00 0.30

0

1,354

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続きリーダー養成講座は開催していくが、幅広い受講者を募れるよう、開催場所、回数、時期や内容等を工夫していく必要がある。特

に講座の内容については、これから通学合宿を実施しようとしている者が求めるような知識が得られるよう、適宜、情報収集をしながら構成

する必要がある。

目標に対

する成果

の状況

実施回数については、研究協議会やリーダー養成講座の効果もあり、目標の２倍以上の成果を得ることができた。

一方、養成した延べリーダー数については、開催場所や日程の都合が合わず講座に参加できない者や、一部の講座のみ不参加の受講

者がおり、目標の養成数に至らなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 9,612 3,877

0 8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

2,477

0 0 0 0

合計（A) 0 1,400

1,479 1,400


